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❷具体的戦略

編集方針
編集にあたってはIFRS財団「国際統合報告フレームワーク」および経済産業省「価値協創ガイダンス」を参照し、当社の価値創造プロセスやビジネスモデルを通じてステークホルダー
に提供する経済的・社会的価値をわかりやすく解説しています。また、保険業法第271条の25および同施行規則第210条の10の2にもとづいて作成したディスクロージャー資料も兼
ねています。
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「ずっと一緒にいたい」。

どうぶつと暮らすすべての人が持つ

その願いを、かなえていくこと。

アニコムグループでは、

保険・医療に関するビッグデータの分析による疾病発症原因を探求し、

予防を推進することで、健康寿命の延伸を目指しています。

私たちは、「大切な存在とできるだけ長く健康に暮らしたい」

という想いに応えるために、科学の力で

“早過ぎる「さよなら」”をなくす未来を実現します。

3 アニコム ホールディングス 統合報告書 2025 アニコム ホールディングス 統合報告書 2025 4



アニコムが目指すもの

　当社グループは、「入って健康になる保険」という新たな保険価値の提供を目指し、予
防型サービスの強化に取り組んでいます。これは、保険の本質的な価値である「安心の
提供」に加え、保険加入を通じて健康状態の維持・向上を図るものであり、結果として保
険金支払の抑制につながることで、引受収益の構造的転換を可能にします。
　特に、ペット保険市場においては、独自の予防型サービスを通じた差別化戦略を進め
ています。予防ビジネスにおける課題のひとつは、「病気は可視化できるが、健康は見
えづらい」という点にあります。これに対し、当社グループは腸内細菌叢検査を活用し、

「免疫＝健康度」を可視化することにより、飼い主の健康管理への意識向上と、行動変容
を促すモチベーションを創出し、予防的な介入を可能にします。

予防型保険の実現

　次世代の先進医療技術として注目される「ロボット手術」や、幹細胞を用いた再生医
療について、他に先駆けて薬事承認を実現するとともに、技術の知財化を推進し、動物
医療の発展に貢献し、高度医療の標準化を図ることで、医療費のインフレ抑制にも寄与
します。
　当社グループが保有する動物医療のビッグデータと、ヒト分野における先進的な医
療知見を組み合わせることで、診断技術の高度化や新たな治療法の開発を加速させま
す。
　さらに、AIを活用した診断支援やロボット手術への積極的な投資を通じて、高度医療
に関する知的財産を確保し、医療の質の向上とともに、医療費の標準化・適正化を実現
します。

先進医療の開拓と知財化
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最新技術と AI を活用した
健康状態の可視化と予防医療により
大切なペットの健康と命を支え続けます。

最新技術と AI を活用した
健康状態の可視化と予防医療により
大切なペットの健康と命を支え続けます。

社会の発達で明確になったアニコムの存在意義

　アニコムグループはおかげさまで創業25周年を迎えまし

た。四半世紀にわたる挑戦の中で、私たちがたどり着いた

のは「アニコムとは何のために存在しているのか」という

根源的な問いでした。

　正直、創業当初は「このビジネスを続けられるのか」と

不安の連続でした。ペットビジネスは自動車産業や食品産

業、医療、金融などのいわゆる基幹産業ではなく、戦争や

自然災害、経済危機が起きれば最初に切り捨てられる趣味

やぜいたく品と見なされていたからです。

　ところが、近年状況が変化してきました。東日本大震災

やウクライナ危機でも、人は命を懸けてペットを守ろうと

しました。「避難所にペットを連れて行けないのであれば、

避難しない」「この子がいなければ生き延びても意味がな

い」と言い始めたのです。飼い主たちが見せた言動は、ペッ

トが大切な家族であり自分の存在意義であることを示して

いました。

　これには、現代社会の大きな構造変化が反映されている

と考えています。それは文明の進化が生み出した「孤独」

という新しい社会課題です。コンビニの普及、物流革命、

ITの発達によるリモートワーク、人工知能（AI）の登場な

ど、人はもはや誰とも関わらずに生活できるようになりま

した。しかしながら、人間関係の煩わしさから解放される

一方で、同時に「誰かに必要とされる喜び」という自己承

認の源泉を失っていきました。

　人は本来、他者との関わりによって存在意義を認識し、

心の安定を保ってきた生き物です。その関係が希薄になる

ことで、社会全体に静かな孤独がまん延しています。英国

や日本で、孤独担当大臣が登場したのは、象徴的な出来事

でした。
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　この孤独を埋めてくれる存在こそがペットなのです。

ペットは、文明が進化するほど逆説的にその存在意義が高

まってきました。彼・彼女らは1万年以上人間と共に暮らし、

互いに愛し合う存在になりました。ペットは無条件に飼い

主を求め、飼い主もまた彼・彼女らに支えられています。

私たちは「きみが、心の発電所」というキャッチフレーズ

を使っています。現代社会の中で不足する「心のエネル

ギー」を充電してくれるのがペットなのです。

ペットの健康寿命を延ばす科学的アプローチ

　「いつまでもずっと一緒に暮らしたい」。この飼い主の切

なる願いを少しでも叶えるには、ペットが健康で長生きす

ることが何より重要です。そのため、私たちは「早すぎる

別れ」の原因を徹底的に分析しました。そしてたどり着い

たのが、3つの“謎”です。1つ目が若齢期に下痢や嘔吐と

いった軽い症状で亡くなるケース。2つ目がヒトであれば

中高齢期に発症するような慢性腎臓病や心疾患が若齢期に

発症して亡くなるケース。そして、3つ目が極めて若齢で

がんに侵され亡くなるケース。これらは、偶然でも宿命で

もなく獲得免疫の不全、つまり「免疫力の偏り」によるも

のだと、私たちは考えました。

　その鍵を握るのが「腸内細菌叢の多様性」です。かつて

屋外で飼われたり、自然界で暮らしていた犬や猫は、土を

舐め、虫を追い、様々な菌と触れ合いながら、自然に免疫

を獲得していました。しかしながら、現代のペットは、清

潔な室内で、毎日同じドライフードを食べ、極めて限定的

な環境の中で生きています。これは一見、衛生的に思えま

すが、実は様々な菌に触れる機会を奪っているのです。

　その結果、免疫バランスが崩れ、若くして重い疾患に罹

るリスクが高まると考えています。私たちは、アニコムグ

ループが保有する業界最大規模の医療データベースを使っ

て、この仮説を検証し、腸内細菌叢の多様性と疾病発症率

に明確な相関関係があることを確認しました。

　こうした気づきから生まれたのが、「7Days Food」です。

1週間のうちに様々な食材をローテーションして与えるこ

とで、免疫に刺激を与え、自然に近い環境を食事から取り

戻す。この考え方は、「免疫ケア」という視点に立った、全

く新しいアプローチです。

　さらに、近年は「口腔ケア」にも注力しています。ヒト

と同様にペットにおいても歯周病や口腔内の炎症は、全身

の健康に大きな影響を与えます。歯周病菌が血流を介して

心臓や腎臓にダメージを与えるため、日々の歯磨きや口腔

環境のモニタリングがペットの健康寿命を伸ばすために非

常に重要であると考えています。

　私たちは、発症した疾患を治療することと共に、より予

防に重点を置きたいと考えています。予防は一朝一夕では

成り立ちません。日々の小さな習慣の積み重ねにより、ペッ

トの命を守ることができるのです。

　アニコムグループは、こうした予防の視点から、飼い主

とペットが共に健康を育む社会を目指し、様々な取組みを

行っています。そういった予防を中核に据えた取組みをご

評価いただき、アニコム損害保険株式会社は「入って健康

になる保険」として2024年にグッドデザイン賞を受賞す

ることができました。

AIによる先端医療で
アニコムグループは第三フェーズへ

　予防対策や免疫ケアを推し進める中で、アニコムグルー

プは「守る医療」から「攻める医療」への転換も視野に入

れています。言葉を話せないどうぶつたちの健康を早期に

察知し、的確な治療に繋げるために、AIや先進技術を積極

的に活用しています。

　そのひとつが、「笑顔AI」という、どうぶつのわずかな

表情の変化から、体調の異変を読み取る技術です。例えば、

犬は28の顔面筋を持ちますが、微細な動きから笑顔スコア

や痛みのスコアが計測可能になりました。これは、飼い主

の「何かいつもと違う」といった感覚を読み取り、疾患の

早期発見に繋げるものです。

　実際にスコアが低いと歯周病・皮膚炎・行動異常のリス

クが高まる傾向も明らかになっています。これを家庭で常

時計測することができれば「予兆医療」が可能になります。

　また、2025年秋に稼働する『JARVISどうぶつ医療セン

ター Tokyo（以下、「JARVIS Tokyo」）』では世界初の挑

戦を始めます。その最大の武器は「手術AI」で、外科獣医

師の高難度微細手技をセンシングし、AI学習させて標準化

するプロジェクトです。ヒト医療で行われている手術にお

いても到達していない匠の技の数値化に、獣医療の分野で

挑みたいと考えています。

　JARVIS Tokyoでは、手術支援ロボットに加え、再生医

療や難治性疾患への挑戦など、多角的な医療を提供してい

きます。JARVIS Tokyoで行われるのは単なる“最先端医療”

ではありません。私たちが大切にしたいと考えていること

は、「感情に寄り添う医療」です。

　ペットと飼い主にとって医療とは単なる技術ではなく希

望そのものです。その希望に応えるために、アニコムグルー

プは「科学」と「情緒」の両輪で未来を描きたいと考えて

います。さらに、医療と予防の融合を図るために、保険に

加入するだけで自然と健康意識が高まり、日々の生活に予

防行動が組み込まれるような仕組みも整備しています。業

界最大のデータベースを活用したサービス・商品の浸透に

よるエコシステムを構築し、健康スコアの提示や食事・腸

内環境のアドバイス等を通じ、飼い主が能動的に健康管理

を行うようになる。そのような社会の実現を目指していま

す。

　アニコムグループは、今まさに第二フェーズ（免疫の可

視化、免疫ケアの推進等）から第三フェーズ（医療革新等）

へ移行しようとしている最中です。アニコムグループが目

指す未来の医療は、社会にとって新しい“常識”の創造です。

ペットの健康と命を支えることは、飼い主の心を守ること

にも繋がると考えています。その信念のもと、私たちは前

例のない取り組みに挑戦し続けます。

　最後に、皆様への感謝を改めて申し上げるとともに、今

後もアニコムグループの理念と挑戦にご理解とご支援を賜

りますよう、心よりお願い申し上げます。「世界一かわいい

発電所」であるペットという小さな命が、人の心を変え社

会を変えていく――その大きな可能性を信じて、アニコム

グループはこれからも前進を続けてまいります。
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